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紫葉会

• 千葉県農業共済組合連合会(ちばNOSAI連)
に所属する約80名の獣医師たちが会員とな
り、家畜に関する治療や飼養管理、感染症の
防除などに関する技術や知識の向上などを
目的とした会。
– 臨床学術部会

– 繁殖学術部会

– 経営技術部会

– 感染症対策部会

毎年研究発表会を行っています



経営技術部会の活動
実際に治療を行った際の抗生物
質使用量がカルテから分かる

各酪農場の乳牛の飼養頭数

乳房炎発症時の細菌検査 各酪農場の薬剤耐性菌
出現状況

年間の乳牛一頭あたり
抗生物質使用量個体・病名・薬剤名・使用量・使用期間

毎月ごとの飼養頭数・出荷乳量

細菌の遺伝子検査より、薬剤耐性で
問題とされるESBLやメチシリン耐
性菌を分離

抗生物質使用状況と農場ごとの耐性菌出現の関連を調査



経営情報技術部会の活動

• 薬剤耐性菌が出現した農家ではテトラサイク
リン系抗生物質の使用量が多かった。

• テトラサイクリン系抗生物質は、成牛の産褥熱
に最も多く使用されていたことがわかった。

産褥熱
(2,580,550㎎)

テトラサイクリン使用量の病名別内訳

目的
変数 説明変数 オッズ比

オッズ比の
95%信頼区間 P 値
下限値 上限値

CNS
(MRS)

ペニシリン 0.9999 0.9996 1.0002 0.5927
アンピシリン 1.0001 0.9999 1.0002 0.3755
テトラサイクリン 1.0010 1.0003 1.0016 0.0027＊＊
カナマイシン 1.0002 0.9986 1.0019 0.7623
セファゾリン 1.0001 0.9999 1.0003 0.3650
セフロキシム 1.0012 1.0000 1.0024 0.0441＊
フルオロキノロン 1.0003 0.9994 1.0011 0.5105

E.coli
(ESBL)

ペニシリン 0.9996 0.9985 1.0007 0.4352
アンピシリン 1.0002 0.9999 1.0005 0.2644
テトラサイクリン 1.0005 0.9993 1.0018 0.3899
カナマイシン 1.0019 0.9996 1.0042 0.1049
セファゾリン 0.9996 0.9988 1.0005 0.3613
セフロキシム 1.0006 0.9984 1.0028 0.5957
フルオロキノロン 1.0003 0.9987 1.0020 0.7099



研究発表会後の反応

テトラサイクリンの使い過ぎは良くなさそうだし、
「産褥熱にはテトラサイクリン」の根拠がないことも伝わった。

テトラサイクリンの慎重使用をしようと思っ
た。

OTCの乱用はやめます

OTC使用で他の抗生物質の耐性が増して
いるという話にびっくりしました。



研究発表会後の反応
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薬剤耐性菌農家の割合
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テトラサイクリン系抗生物質の慎重使用の結果、
耐性菌出現農家が減ってきている。



耐性選択
直接選択
使用した抗生物質の耐性の選択

交差選択
使用した抗生物質と同系統の耐性の選択

共選択
使用した抗生物質とは異なる系統の耐性の選択

☺TCの共選択の報告例
豚由来大腸菌

TC使用によりクロラムフェニコール耐性(蒔田ら、2016)
豚由来サルモネラ菌

TC使用によりアンピシリン耐性(石嶋ら、獣医疫学会2018)


	乳汁検査により耐性菌が出現した農場におけるテトラサイクリン系抗生物質の使用状況について
	紫葉会
	経営技術部会の活動
	経営情報技術部会の活動
	研究発表会後の反応
	研究発表会後の反応
	薬剤耐性菌農家の割合
	スライド番号 8

